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(1)授業の達成目標 授業で得られる「学位授与の方針」 ⇔ 【授業の達成目標】
２６UAカリ･総人社･人間文化学, ２５UAカリ･総人社･人間文化学

【人間文化学】思想、歴史、社会、情報、言語、芸術など多種 海を介した交流によって、西洋社会が拡大する過程を理解する。
多様な側面を持つ人間文化に関する深い素養と幅広い理解を基
盤として、その文化を継承し、柔軟な感性と創造的な論考によ
り専門領域の問題を客観的・学問的に究明し、独自に理論を構
築する能力や仮説を検証する能力を有する。

⇔

【人間文化学】人間文化に関する文献・資料を収集・調査し分 海を介した交流によって、西洋社会が拡大した過程を理解する。
析・考察する人文学の伝統的な手法を身につけるとともに、他
の学問分野の解析手法を併せて修得することによって、複雑多
様化する現代社会の課題に柔軟な対応ができる応用力を有する。

⇔

【人間文化学】高度な言語運用能力とコミュニケーション能力 海を介した交流によって、西洋社会が拡大した過程を理解する。
を基盤として、多領域のステークホルダーと協動し、現代社会
の課題に取り組みながら、独創的かつ多文化共生的な英知の創
成と提案を行う力を有する。

⇔

(2)授業の概要 近年の研究において、周縁世界に住む人々、つまりアウトロー社会の人々に関する作品が発表されたこ
とで、ヨーロッパ近世・近代の社会に対する解釈は大きく変化した。この変化を理解しておくことが、
研究にも教育にも必要である。海の周縁社会に焦点をあてて文献を読み、さらに、陸の周縁世界と比較
を行うことで、近世・近代の社会をより深く知ることに努める。

(3)授業計画 授業計画
第１回：ガイダンス
第２回：CabantousのLa Vergue et les Fersを読む（１）海で働く人々の反抗
第３回：CabantousのLa Vergue et les Fersを読む（２）私掠
第４回：CabantousのLa Vergue et les Fersを読む（３）国王に対する不服従
第５回：CabantousのLa Vergue et les Fersを読む（４）海で働く人々の境遇
第６回：CabantousのLa Vergue et les Fersを読む（５）革命との関係
第７回：報告・討論　海の周縁世界について
第８回：田中きく代ほか編『海のリテラシー』を読む（１）海を語る
第９回：田中きく代ほか編『海のリテラシー』を読む（２）海で生きる
第１０回：報告・討論　北大西洋海域の海事関係者
第１１回：千葉治男『義賊マンドラン』を読む
第１２回：報告・討論　陸の周縁世界について
第１３回：報告・討論　フランスでの周縁世界についての研究
第１４回：報告・討論　周縁世界についての研究とポスト・モダニスムとの関係
第１５回：まとめ
定期試験　実施しない

(4)成績評価の方
法

●以下を総合して判定する。
授業への取り組み方（70%）、レポート（30%）
※評価割合は若干の調整を行うことがある。
●得点率による評価基準は次のとおりとする。
90％以上　秀、89-80％　優、79-70％　良、69-60％　可、59％以下　不可。

(5)成績評価の基
準

【卓越している】歴史学研究法に関する基礎的な知識をもとに、適切な情報処理を行い、論理的に思考
し、数量的に思考し、自律的に考える力を総合して、極めて高い水準にある。
【かなり上にある】歴史学研究法に関する基礎的な知識をもとに、適切な情報処理を行い、論理的に思
考し、数量的に思考し、自律的に考える力を総合して、非常に高い水準にある。
【やや上にある】歴史学研究法に関する基礎的な知識をもとに、適切な情報処理を行い、論理的に思考
し、数量的に思考し、自律的に考える力を総合して、高い水準にある。
【その水準にある】歴史学研究法に関する基礎的な知識をもとに、適切な情報処理を行い、論理的に思
考し、数量的に思考し、自律的に考える力を総合して、一定水準にある。

(6)事前事後学習
の内容

テキストの自主的な読み込みが必要。担当箇所は分けず、全て目を通した状態での授業への参加を求め
る。

(7)履修上の注意 フランス語、日本語の読解能力を必須とする。プレゼンテーションを行う際の言語はフランス語、日本
語のどれでも構わない。

(8)質問,相談への
対応

maquis@shinshu-u.ac.jpへ連絡の上、アポイントメントをとること。

【教科書】 Cabantous, A., La Vergue et les Fers, mutins et deserteurs dans la marine de l’ancienne France, 
Paris, 1984.
  田中きく代、阿河雄二郎、金澤周作編著『海のリテラシー　北大西洋海域の「海民」の世界史』創元
社、2016年。
　千葉治男『義賊マンドラン－伝説と近世フランス社会』平凡社、1987年。

【参考書】 秀村欣二『西洋史概説　第４版』東京大学出版会、1988年。


